

































































































































⑶  台風/ 晴れる　来る
　  「台風の後は晴れるでしょう。」

























































⑴  PT1  以前　東京　住む.　
　  「私は以前東京に住んでいました。」（田中 2014:43）
⑵  去年　合格　そう？










⑻  a. ＜終わる＞
　  b. 　PAST























































⑺  2009　台北,  PT1  最後　落選<ta>、最後　落選


































































































　  「今、仕事を探しています。」（田中 2014:171）
　また、日本語のシテイル形式と異なり、結果状態を
表すことはできないようである。
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との数字は人称を表す。<ta>のような表記は、直
前の手話語彙と同時に現れる口形を表す。
９　「/」は、間を表す。
10　＜終わる＞もPASTも東西での方言差はないよう
であるが、高橋他（2007:78）では、日本手話の大
阪方言において、＜終わる＞とPASTに当たるもの
以外に両手を打ち合わせるものが「過去詞」として
用いられると述べている。また、過去の助動詞とし
て＜終わる＞は、「大阪では少し形式的になり体験
を報告するような意味になる」と述べている。
11　もちろん、ニュースという特性上、日常会話や地
域特性の現れる伝統的手話とは異なる表現が見られ
る。例えば、天気予報で「明日晴れるでしょう。」
という内容は、伝統的な手話では＜明日　晴れる　
来る＞という表現が使われるが、ニュースでは＜明
日　晴れる　見込み＞という表現形式になる。この
表現に違和感を持つろう者もいるようである。しか
し、このような違いは、ニュースという特性上見ら
れる文体的な差と考えることができ、日本語でも口
語では「明日は晴れるみたい。」「明日は晴れそうだ。」
のように言うが、ニュースではこのような表現が聞
かれることはない。
　　岡（2012:101）も書き言葉を持たない日本手話で
はあるが、ネイティヴサイナーによる放送が主体と
なっているNHK手話ニュースの文体について日本
語の書き言葉である新聞の文体と比肩し、「そこに
はすでに近代の「書きことば」にふさわしい日本手
話の文体ができてきているのだ」と分析している。
12　厳密にいうと語彙的アスペクトは、動詞そのもの
というよりも動詞が取る項も含めた動詞句述語のア
スペクトタイプの分類である。また、近年では語彙
的アスペクトは、他の文法的な手段によって別のタ
イプへの変換（coercion）が起こると考えられてい
る（De Swart 1998など）。
13　日本語の「結婚している」という結果状態を表す
のに、日本手話では(11)のように＜終わる＞という
完了のアスペクト形式を用いる。これは、中国語
に似ている。(11)を中国語にすると「你姐姐结婚了
21版のリストによると、7,097言語が掲載されてい
る。
２　言語学的には、日本手話と日本語対応手話を区別
することに何ら問題はない（松岡2015:11）が、両
者を区別することに異議を唱えている団体や個人も
少なからずいる。その理由は、管見では言語学的な
ものではなく社会的な要因によるもののようであ
る。
３　手話使用者のうち、デフファミリー出身のろう者
自体は数が圧倒的に少ない。手話も言語であるか
ら、当然地域による差異がある。昔は離れた地域の
手話は通じなかったようであるが、現在は、手話の
共通化が進んできており、相互理解の度合いも高
まっているようである（米川 2002）。また、家庭で
しか通じない手話表現はホームサインと呼ばれる。
４　松岡（2015:10）では「中間手話」を「混成手話」
という呼び方を採用している。
５　中途失聴などもともと日本語を習得している聴覚
障碍者にとっては、日本語対応手話の方が理解しや
すい。
６　ネイティヴサイナーのデータは、京都府在住の多
世代にわたるデフファミリー出身の30代の男性ろう
者の発話データを録画したものである。データの録
画は、同じく京都府在住の30代男性コーダの協力を
得て行った。両名にはご協力いただいたことについ
てここで謝辞を述べておきたい。また、NHKの手
話ニュースについては、デフファミリー出身である
ネイティヴサイナーの女性キャスタ―5名、男性キャ
スター2名のデータを2014年から2015年にかけて録
画したデータを基にしている。
７　日本語のテンスは時制の一致を持つ英語のように
絶対的なものではなく、従属節においては相対的な
時間の前後関係をマークするような使い方や、小説
の場面描写などで過去の文脈において非過去形が用
いられることもある。
８　本文中で日本語の語彙を表す場合は「」を用い、
日本手話の語彙を表す場合は＜＞を用いることとす
る。また、例文中のPTは、指差しを表し、そのあ
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吗？」となり、もともと「終わる」という語義を持ち、
文法化して完了アスペクト形式になった「了」に似
ている。
14　日本語で「最中」を使うことができないのは、日
本語の最中は動的な述語を要求するからである。こ
こでは「良くない最中」と言えないのは、「良くない」
という述語が状態性の述語だからである。状態は、
限界点を持たないため、そもそも終結点が想定でき
ない。
15　工藤（1995）では、シテイルは基本的なアスペク
トとして「継続相」、それに加えてパーフェクトの
意味を持つとしている。
16　「ある」のような存在動詞がパーフェクトの意味
を表す助動詞として文法化する例は、日本語の古典
語におけるタリにもみられる。タリはもともと「連
用形＋テ」のテにアリが付き、音韻的に融合し、完
了・存続（パーフェクト）を表す専用の形式として
発達した。鈴木（1991:69）では、移動動詞につく
タリ・リの意味について「タリ・リの場合は、全て
の例が出現的意味を表すので、動作の全ての局面を
ひっくるめて動作がまるごと完成したことを表すと
同時に、その結果として発話時における動作主体の
存在を積極的に表すというアスペクト的意味をもつ
と考えられる。」と述べている。これは、過去の出
来事が現在時に関連性を持つことを示すパーフェク
トの典型的な意味である。
